
第４年２組 国語科学習指導案 

 

令和８年１月２７日（火）第５校時 

場所        ４年２組教室 

在籍児童数        ２８名 

指導者   教諭 重 信 芳 行 

１ 研究主題と単元のかかわり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題       生き生きと活動する子供たちを目指して 

～国語教育を通して自分の言葉で自分の思いを伝えられる児童の育成～ 

単元名 興味をもったことを中心に、紹介しよう 

教材名 風船でうちゅうへ 

単元を通して身に付けさせたい力 

文章から自分の興味を探し自分の言葉で表現する力 

手立て➀ 

動物や植物、科学に関わる本を、

用意し、要約する本を自己決定さ

せる。 

        いきいきポイント① 

児童に委ね、自己決定の場を設定

することで学習意欲を向上させ

る。 

手立て② 
要約のお助けシートを使い、自分で
要約をする方法を身に付けさせる。 
        いきいきポイント② 
要約に必要なキーワードを自分の
力で見つけ、内容の具体性を高めら
れるようにする。 
手立て③ 
自分で興味のある内容の言葉や文
を見つけ、自分の思いで表現する。 
        いきいきポイント③ 
学習したことを生かして、自分の言
葉で興味をもったことを表現でき
るようにする。 

児童の実態 

・単元内自由進度学習を意欲的に捉え、計画的に取り組む児童が多いが、考えがまとま

らず、行動に移すことができない児童もいる。 

・自分の思いや考えなどを言葉によるコミュニケーションで伝えることが好きな児童が

多く、活気あふれるやり取りをする場面が多くある。 

・ 

指導観 

一人一人の興味を中心に読み進め、要約し

た紹介文を作ることで、要約の構成、感想

の在り方等、違いが生まれることが期待で

きる。児童の興味等でグループを作ること

で、自分にはない見方や考え方に気付き、

言語活動が活発になるようにしていく。 

教材観 

作者が試行錯誤しながら改善を重ね、目

的を達成する筆者の姿勢に、興味と驚き

を感じることができる教材である。失敗

から着想を得て、実例を示しながら読み

進めることができることも教材の魅力で

あると考えられる。 



２ 単元の目標 

 ・文章を読んで理解したことに基づいて、考えとそれを支える理由や事例、全体と中心な

どの情報と情報を組み合わせ、感想や考えをもつことができる。 

（知（２）ア）、（思 C（１）カ） 

 

３ 本単元の言語活動 

 ・興味をもったところを中心に要約して、紹介する文章を書く。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 様子や行動を表す語句

の量を増やし、話や文章

の中で使い、語彙を豊か

にしている。（（１）オ） 

② 考えとそれを支える理

由や事例、全体と中心

等、情報と情報との関係

について理解している。

（（２）ア） 

①文章を読んで理解したこ

とに基づいて、感想や考

えをもっている。（C（１）

オ） 

②目的を意識して、中心と

なる語や文を見つけて要

約している。（C（１）カ） 

① 進んで文章を読んで理

解したことに基づいて

感想や考えをもち、学習

課題に沿って、要約して

紹介する文章を書こう

としている。 

 

５ 指導と評価の計画（全１０時間） 

時 ・学習活動         生き生き手立て ◇評価規準・評価方法 

１ 

・リード文や題名、「風船
でうちゅうへ」を読み、
学習課題を確かめ、見通
しをもつ。 

        教材への関心を高め
る。 
        文章中の興味を基に、

紹介文を作る。 

◇興味をもったことから
問いを見出し、学習課題
を考えている。 

（観察・発言） 

２ 

・「はじめ」「中」「終わり」
のまとまりを確かめる。 

・「はじめ」、「終わり」か
らキーワードを見付け
る。 

        キーワードから興味を
もったポイントを見付
ける。 

◇考えとそれを支える理
由や事例、全体と中心の
関係について理解して
いる。  【知・技②】 

(記述・発言) 
 

◇文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想や
考えをもっている。 

【思・判・表①】 
（記述・発言） 

 

３ 

・

４ 

・「中」を読み、それぞれの
段落の内容を押さえる。 

・キーワードや文を押さ
える。 

・打ち上げの結果や原因、
対策など内容を整理す
る。 

 



５
・
６
（ 

本 

時 

）
・
７
・
８
・
９ 

・自由進度学習を行う。 
・自分のテーマを見付け、
興味があることに沿っ
て要約する。 

        伝記や科学、説明的文
章を基に、興味をもった
ことを要約しながら紹
介文を書く。 
        興味をもつことができ
る本を用意し、自己選択
する。 
        自分の現在地が分かる
ようにネームタグを貼
る。 

◇目的を意識して、中心
となる語や文を見付け
て要約している。 

【思・判・表②】 
（記述・発言） 

◇言葉がもつよさに気付
くとともに、幅広く読書
をし、国語を大切にし
て、思いや考えを伝え合
おうとする態度を養う。 
【態①】（記述・発言） 

10 

・グループで紹介文を読
み合い、感想を伝え合
う。 

・単元を振り返る。 

        テーマの違う児童同士
で、グループを作り、交
流する。 

 
        単元の学びを振り返
り、次の単元につなげて
いく。 

◇様子や行動を表す語句
の量を増し、話や文章の
中で使い、語彙を豊かに
している。 

【知・技①】 
（記述・発言） 

◇文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方な
どに違いがあることに
気付いている。 

【思・判・表②】 
（記述・発言） 

 

６ 本時の目標 

 ・言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを

伝え合おうとする態度を養う。        【学びに向かう力、人間性等】 

 

７ 本時の展開（６／１０時間） 

学習活動 予想される児童の反応 
〇指導上の留意点☆評価 

        いきいきポイント 

時間 

１ 単元内自由進度学習

のゴールを確認する。 

 

 

 

 

２ 課題を知り、自己の課

題を決定する。 

 

 

・興味をもったことを要

約して伝えることが大

切。 

 

 

 

〇前時までの学習の活動

を振り返り、学習のゴー

ルと本時の課題を確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５

分 ○ゴ  興味をもとに紹介文をつくろう。 

○課  計画をもとに、今日の課題を決め、学習を進めよう。 



３ 自由進度学習を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自分の課題を見つけ、

学習に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

５ 中間指導を聞き、自分

で学習調整をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①文章の興味がある部分

を探す。 

②中心になる言葉や文を

確かめる。 

③中心になる語や文をも

とに、自分の言葉に言い

換え、要約に挑戦する。 

④計画や手順がわからな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習を進める中で、思っ

ていた内容ではなかっ

たため、新しい本に変更

する。 

・本から集めた情報をさ

らに詳しく調べたいた

め、インターネットも使

ってみる。 

・文章中に何度も出てい

る言葉に着目する。 

・自分の興味と関連させ

ることが大事。 

 

 

〇学習の進度によって、声

掛けし、自分の学習段階

に気付かせる。 

〈いきいきポイント        〉 

読みやすい本を抜粋し、自

己選択できる場を作る。 

①教科書をもとに考える 

②先生のおすすめ本 

③自分で探してまとめる 

〇児童の活動を観察しな

がらファシリテートす

る。 

〈いきいきポイント        〉 

興味をもったことを説明

するための材料（根拠）を

集める。 

自分の興味をより具体的

に示すために、要約の技術

を活用する。 

〇「文章を読んで理解した

ことに基づいて、感想や

考えをもつことができ

たか」について、指導に

生かす評価をとる。 

 

〇中間指導を行い、要約の

仕方を振り返る時間を

作る。 

〇大型モニターを活用し、

要約のポイントを絞る。 

〇自分の興味と関連させ

る手立てを提示し、言葉

に着目させる。 

 

 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

分 

自由進度学習の条件 

①時間の制限…本時を含め５時間 

②方法の自由…学習方法、人の自由など 

③課題の自己決定…要約するために 

必要なことを考える。 

紹介文づくりの手立て 

①本の内容を整理する（○○な話） 

・考えのわかる言葉（考える、思う） 

・推測、仮説の言葉（～だろう） 

②中心になる語や文を書きだす。 

③自分の興味と関連させて文章をつくる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 学習の振り返りをす

る。 

 〇次時の学習で見返した

ときに、自分が分かるよ

うに書かせる。 

〇毎時間振り返りを行い、

児童の学習進度状況が

分かるようにする。 

５

分 

 

８ ＩＣＴの活用 

・学習のゴールの確認（興味をもったことを紹介する児童と考えた方法、アイディアなど） 

・中間指導「要約の仕方について、ポイント、進め方など」 

 

９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課 

計
画
を
も
と
に
、
今
日
の
課
題
を
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め
、
学
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を
進
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よ
う
。 

 

風
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う
ち
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う
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岩
谷 

圭
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○ふ 

① 

今
日
見
つ
け
た
材
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確
認 

② 

ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
か
（
＋
気
持
ち
） 
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困
り
、
質
問
、
わ
か
ら
な
い
こ
と 

 

ゴール

 

○ゴ 

興
味
を
も
と
に
紹
介
文
を
つ
く

ろ
う
。 

 

☆言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書を

し、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうと

する態度を養う。 

A の手立て 

本を読んで、興味を感じたことを説明するために、根

拠を見付け、文章を書こうとしている。 

C→B の支援・手立て 

興味の見付け、箇条書きで書こうとしている。 

【観察・ノート記録】 

 


